
硝治40年(1907)の岩招待合詮.躍には水も見えるね
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:場 所4砂金沢市立玉川図書館近世史料館

金沢市玉川2-20
:期 間・2000年7月20日(木・祝)"'"'9月17日(日)
:開館時間・10時"'"'19時(土日祝は17時まで)月曜休館
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金沢はいつごろできたの

(詰111筒が残っているよ)

江戸時代の金沢はどんなだったのかな
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、.. zr加賀百万石って何のことJ

3Jー武士はどうなったのかなj
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jJー金沢の用水 J
[福知悔?ったり、議事局.事前、そして竿;吉田などを画面としてbれj
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金沢れきし年表

長
品最新己表婦ができる。
いのうじゃくすい がくしや はくぶつじてん

稽笠若水という学者に博物辞典をつく

らせ、百議iこさしあ(j't.;:。

藩力選誌という員濯をつくらせた。
いのうただたか かが かいがん そくりょう

伊能忠敬力旬日貨の海岸などを測 量する。
綜んしゅ いIvきよじよたけざわとてん

藩主の隠居所竹沢御殿ができる。

崩迫注論。ままの証筆、力選る。
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6月:謡遍岩雄がはじめてyaきれる
こうりんぼうふくすけざ

(香林筋福助座)。

31年189814月:白私.筆讃箇lこ主通域福し、釜
さわえき

沢駅力できる。
か芯ざわ でんとう

6月:金沢に電灯がともる。
でんわ かいつう

3月:電話が開通した。

6月紬1動量め立てられ、語通が摘、
つう

通した。

30年18979月:鵠が脳となる。

11月:はじめて牛肉が売られる。
みようじ

9月:すべての人が苗字をつけるようにな

16年1639
かhi!j.ん

寛文10年 1670
じよう@.ぅ

貞享2年1685

2年1869

33年1900

34年1901

44年1911

ねんごう たいしよう

ア月30日:年号が大正となる。

ア月:釜読ではじめて指議が飛んだ。
しないさいしょ の あ じどうしゃ

8月:市内最初の乗り合い自動車(タク
えいぎょう

シー)の営業がはじめられる。
し主主いでんしゃ IYいつう

ア月:市内電車が開通した。
かなさわしさい

6月:第1固の金沢市祭がおこなわれる。

11月:釜誌で甚舗の造語忌嘗福首画詰)

たいしよう

大正元年1912

2年1913

る。11月:6力所に小学校がつくられる。

5月:文完逼が量百 した。12月:筆議議

舗の結菌(髄訟指歯)が提言される。
か怠ざわ甘ん いしかわけん あらた

2月:金沢県が石川県と改められる。 12
たいようれき めいじ

月:太陽暦が使われ、この白が明治6年

1月18となる。この年、議、捕の単員
かん

館力をできる。
けんろくえん こうえん

2月:兼六園が公園となる。

日本草訪の3告書f福編箇(百五福編詰)

3年1870

4ft: 1871 
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8年1919

12年1923
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9年1876

10年1877

まえだ としいえかなぎわじようしゅ

前田利家金沢鰯主となる。

話説控室αf歯詰120芳話あまりとなる。
釜讃ぽの支持福が~?涙する。
室讃百の訴語1量もできる。
かはざわ たいか

金沢の大火がおこる。

主笛筆、夫、室事藩ができる。

誌面崩が挙結に誌をされる。
院Aんゆっ沼田り きょうと とうじ しょぼ己

5代建主綱紀が京都の東寺lこ.箱をおくる。

14年1925
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*本や史料は大切にあっかう

*さわいだり走ったりしない

*飲んだり食べたりしない

金沢市玉1112-20 C076-221-4750 
期 間 2000年7用20S<木・祝)-9月178(8) 
開館時間 10時-19跨(土日祝は17時まで)月.休館



平威信年度特別展

子ども読書年記念
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。なぎわじよろさ九がいおやぐらず

.盆jR蹴三随御膳図
さんかいやぐら けいちょう や てんしゅかく よくねん た

三階櫓は、慶長7年(1602)[こ焼けた天守閣にかわるものとして、翌年に建てられたもの
ほうれき も

です。しかし、これも宝暦9年(1759)には燃えてしまいました。
か ずかくだいいろっ

これは、江戸時代に書かれたやぐらの図を拡大し、色を付けたものです。

定いみようぎょうれっす えとじ定い

六名行列図(江戸時代)
やまごえず だいみようぎょうれつやまこ ま みち くろう こうしん

山越図 :大名行列が山を越えているところです。曲がりくねった道を苦労して行進している
うま こま か

ところや、馬があばれたりして困っているようすが書かれています。
かわこひとやす す ちゃの

:川を越えて一休みしているところです。たばこを吸ったりお茶を飲んだりしています。
だいみようぎょうれっかわわた ふねひ わた

:大名行列が川を渡るところです。なわで船を引いたり、こいで渡ったりしています。
うま わた

馬はどうやって渡るので、しようか。
だいみようぎょうれつまちはい みちIlたひと どげざ み

:大名行列が町に入ったところで、す。道端の人が土下座しているのが見えます。

ず
図
ず
図

引
息
江
越

ヴ
ヶ
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H
川
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V
ヵ
l
'

つうこうず

通行図 (¥ 

ぎょうれつず えどじだい さんきんこうたい か

この行列図は、江戸時代の参勤交代のようすを書いたもので、す。

いき

このときの行き来を
えと 1;1:く ':5、だいみょう えとす めいれい

江戸幕府が大名に1年おきに江戸に住むように命令しました。
さんきんこうたい

参勤交代といいまレた。

~\ 

~いみようぎょうれつえまき えとじだい

六名行列絵替(江戸時代)
だいみようぎょうれつ ニう Lん じゅん1;1:ん十 か

:これは、大名行列を行進の順番にくわしく書いたものです。
ひと ある

ずいぶんたくさんの人が歩いていたのですね。
いくさ とき こうしん え か

:これは、戦に行く時の行進を絵に書いたものです。

とても楽しい絵で書かれています。

上

下

いぬぢよまるぎみのす えとじ定い

.六干代交1君之図(江戸時代)
まえだとしいえ ときぞう えどじだい え いくさかっゃく かえ

前田利家の15、6才の時の像を江戸時代に絵にしたもので戦で活躍して帰るところです。
もと がんく かがはんっか え か いった

この絵の元になるものは、岸駒という加賀藩に仕えた絵師が書いたと言い伝えられています。
ーおおえしうっか に え

その後、多くの絵師が写しを書いたため、似たような絵がたくさんあります。

じ九がさ えとじ~い

.陣笠(江戸時代)
あしがる い〈さときっか えどじだい やがいでむとき

もともとは足軽などが、戦の時に使ったもので、すが、江戸時代には、野外に出向く時など

に武士がかぶりました。

1 
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かなさわじようない ず

.金沢織内の図
えどじだいかなざわじよう きちょうず ず のうみ

江戸時代の金沢城のようすが描かれた貴重な図です。この図では、能を見ているようすが
えが さくなかひとかお か

描かれています。ところが、柵の中の人の顔がなぜかとちゅうまでしか書かれていません。
さく なか ひと しょうたい ゅうふく ちょうにん のうか ひと

この柵の中の人たちは、招待された裕福な町人や農家の人たちです。

え lま九位っきょうだ九 えとじ1z.い

絵忠雪鏡談(江戸時代)
えどじだいじようちゅう か え なに ねが

江戸時代の城中のようすを書いた絵です。何かお願いをしているのでしょうか。

かなさわじようえず えどじ定いちゅうき

.金沢瓶絵図(江戸時代中期)
かなざわじようなんどかさい ほうれき おおかじ まえ

金沢城は何度か火災にあっています。これは宝暦9年(1759)1こあった大火事がおこる前
しろ ず おおしろ

の城のようすがわかる図です。とても大きい城のようすがわかりますね。

ちょうけおやしきならびIZごかぢ申うのす

-長家御屋叡並御家中之図(宍保3年)
ちょうけ げんざい たまがわとしよかん ばしょ す まえだけ けらい

長家は現在の玉川図書館の場所に住んでいた、前田家の家来です。
ちょうけやしき ちょうけぶか す まち か

これは、長家の屋敷とその長家の部下が住んでいた町のようすを書いたものです。

かなさわけ九ろくえ九のす

.金沢兼六園之図
けんろくえんいま おお えどじだいお ごろ いがいあたら

兼六園が今のような大きさになったのは江戸時代の終わり頃ですから、意外と新しいもの
ず えどじだいけんろくえん きちょうず げんざい きおお

です。この図は江戸時代の兼六園のようすがわかる貴重な図ですが、現在のよりも木が多い

のがわかります。

かみし司王

待

かみしもは、武士が仕事をするときのスーツのようなものです。小さいかみしもは12代
はんしゅまえだなりながこ み おお ゅうりよくぶし み

藩主、前田斉広が子どもころに身につけたもの、大きいかみしもは、有力な武士が身に

付けたもので、す。

かようl3iしまちさいけ九す きょうほう

-加腸武士町細貝図(享保 19年 (1734))
えどじだいかなざわちず かわみち す ひとなまえ か

江戸時代の金沢の地図です。川や道といっしょに住んで、いる人の名前もくわしく書いてあり
かわ ょうすい こま か

ます。川や用水なども細かく書いてありますね。

きいがわかねかみしはいごやけいか九す えとじ定いこうき

.犀川川上芝居小屋景観図(江戸時代後期)
むかし かなざわ きいがわ あさのがわ し1<1:いごや

昔の金沢は、犀川や浅野川のそばの芝居小屋があってたいへんにぎわっていました。
ず げんざいじようなん ふきん し1まいごや みぎし1<1:い

この図は、現在の城南1-2丁目付近にあった芝居小屋のようすで、す。右が芝居をやった
おお げきじようひだりがわ りょうりやしょくどう りよかん しようめん いど

大きな劇場、左側は、料理屋(食堂)や旅館がならんでにぎわっています。正面には井戸
いけ み

やため池が見えます。
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で人しゅ t)'Ll4"ろ!す入

電車の回獣椿
かなぎわ L ない はし でんしや かいすうけん かいすうけん うら しようてん こうこく か

金沢市内を走っていた電車の回数券で、す。回数券の裏には、いろいろな商庖の広告が書か

れています。

かなさわはつれっし申じか九ひょう しようわしよき

金沢発列車時間表(昭阻初期)
かなぎわえき しゆっぱっ とうちゃく きしゃ じ こくひょう むかし かなざわえき しゅつぽつ

金沢駅から出発したり、到着したりする汽車の時刻表です。昔は、金沢駅を出発したり
とうちゃく きしや すく

到着する汽車は、とても少なかったことがわかります。

しないで九しやけいろす しようわ ごろ

市内電車経路図(昭如40年頃)
かなざわしないでんしやはし ろせんず でんしや ろせん はしこと

金沢市内に電車が走っていたころの路線図です。その後、電車の路線はバスが走る事に

なりました。

しょラわ

マッチ(昭悶)
しようてん いんしょくてん せんでん こうこく きゃく わ

マッチは、商庖や飲食庖の宣伝のために、広告をつけて客に分けられたりしました。いろ

いろなデザインがありますね。

ひきJ3¥1i!: めいじ 定いしょうじだい

弓l枇(聞治~六正時代)
ひきふだ えどじだい めいじ たいしょうじだい くl;t しようてん せんでん

引札とは江戸時代から明治、大正時代まで配られた商庖の宣伝チラシのことです。おめで、た
え みせなまえ か

い絵といっしょに庖の名前などが書かれています。

ひきJ3¥1i!:

弓|枇(うしのちぢ)

「うしのちち」とはなんのことかわかりますか。

ぢき申うぎ めいじじ尼い

且地球儀(明治時代)
ちきゅうぎ えどじだいすえ めいじ かなざわしゆっしん ようがくしゃおおや

この地球儀は、江戸時代末から明治にかけての金沢出身の洋学者大屋

5年(1872)[こ作ったものです。

かなさわしがいのす めいじ

金沢市街之図(日自治26年)
めいじじだいなかごろ かなざわし ちず ニろ しない く わ

1主申:苫ミr~

めいじ

が明治

明治時代中頃の金沢市の地図です。この頃は市内を八つの区に分けていたんだね。
かなざわじよう ぐんたい はい

金沢城のあとには、軍隊が入っているのがわかります。

かなさわ之うえ九か九ぎょうはくl3iっか九のす めいじ

金沢公園勧業博物館之図(明治24年)
けんろくえんおこな は〈らんかい えず いまのこ たてもの

兼六園で行われた博覧会の絵図です。今も残っている建物もあります。

かなさわけ九ろくえ九のす めいじ

金沢兼六園之図(明治31年)
けんろくえんいま おお えどじだいお ごろ いがいあたら

兼六園が今のような大きさになったのは江戸時代の終わり頃だから、意外と新しいんだよ

3 
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かなさわしようて九ずえ

金沢商庖図絵
めいじじだい かなざわ ゅうめい さかや くすりや わがしや りよかん あっ

明治時代に金沢で有名だった酒屋、薬屋、和菓子屋、旅館などを集めたものです。いろいろ
しようてんみせさき いまつづ しようてん

な商庖の庖先のようすがよくわかります。今も続いている商庖もたくさんあります。

で九わき

電話機
でんわきめいじ はつめいか はつめい にほんった

電話機は明治9年(1876)にアメリ力の発明家ベルによって発明されました。日本に伝わつ
めいじ いっItんかている、きゅう しようわはい

たのも明治なのだけど、一般家庭に普及したのは昭和に入ってからです。

かなさわししよくぎようで九わちょう しようわ

金沢市職業電話帳(昭如20年)
でんわき ζる ふつう かてい すく でんわ Itんごうみじか

電話機は、この頃は、まだまだ普通の家庭には少なかった。電話番号も短いですね。

かなさわしぢょうか九ず しようね

金沢市鳥蹴図(昭如7年)
しようわしよき かなざわ えが ずちょうかんず とり め み けしき さ

/ 昭和初期の金沢のようすを描いた図。鳥敵図とは鳥の目で見たような景色を指します。その

r-

ころ あわがさきゅうえんち み

頃にぎわっていた粟ヶ崎遊園地を見ることができます。

ほう也九じかご

宝泉寺駕寵
えどじだい かねも ちょうにん てらひとつか いがい

このかごは、江戸時代にお金持ちの町人やお寺の人が使ったかごです。意外と小さいで、す

ね。

4 
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